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神奈川県藤沢市 LR1.1.    建築外皮の熱負荷抑制（Low-Eガラス、アルミ樹脂複合サッシ）

LR1.2.   自然エネルギー利用（太陽光発電、太陽熱給湯器、LED照明,トップライト、光ダクト）

LR2.2.    非再生資源の使用量低減（無垢の木材利用）

LR3.2.    地球環境への配慮（LCCO₂削減）
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ZEH-M Oriented

BELS 

第三者認証

2016年度版

BEE=1.7

Aランク

さまざまな「コミュニケーション」を創出し、グローバルなトップリーダーを育む国際学生寮

CASBEE評価省エネルギー性能

設計担当者　

統括：芦沢大介／廣瀬智之 建築：江崎陽介、関本容子 構造：塚田政美／髙橋朋幹 

外観（南面）

2Fラウンジ 3F自習室 4F多目的室

外観（南西）

概要

慶應義塾大学湘南藤沢国際学生寮は、国際競争力の向上及び

グローバル人材の育成を図るため文部科学省が創設した「スー

パーグローバル大学創生支援事業」の「トップ型」に採択され

た同大学が国内外の学生を受け入れ、学生寮としての機能と

国際交流の場としての機能を併せ持つ、グローバル人材を育む

ことを実現する施設である。

本寮は全室個室の計109室で構成される。

コミュニケーションを促す空間

生活に溶け込む自然的な国際交流を図る。

内装計画
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共用部には学生同士の交流ができるスペースを設けることにより、

設備：森田直弘／吉本久志／中村裕貴／海保光平

環境・省エネへの配慮

屋上に太陽光発電、太陽熱温水器を設置、
日常で自然エネルギーによる電力を供給し、
消費電力の低減と自然環境への配慮を図る。

吹抜けを中心とした回廊型の廊下配置を
計画、できる限り自然光を多く取入れ、
明るい共用部となるようにする。

屋外側にアルミ、屋内側に樹脂を使用した
サッシは断熱性能が高く、空調の熱負荷
低減の効果も期待できる。

節電運転、不在時の節電運転等の消費
電力を抑えれる機能のある製品を選定
する。

屋上に設置された光ダクトによって、内側
の反射された自然光が廊下に運び込まれ、
明るさと自然エネルギーの効率を向上する。

環境性能評価「CASBEE」のAランクを
取得、省エネルギー性能評価「BELS
評価」ではZEH-M Orientedを取得。

・ ・ ・ ・ ・

2019 年度受付- No.052神奈川県 HP をご覧ください。

再再生可能エネルギーの導入 太陽光 (14kW)

太陽熱風力 バイオマス 温度差熱水力地熱

3F廊下 寮室写真

光ダクトの
ある廊下

屋上トップライト

採用エアコン写真

グレーとネイビーを基調とした仕上げとして、性別を問わずに
使いやすいデザインを計画する。ポイントのブラックは落着き
のある上品な印象を与える。

エントランスホールの木壁にはレッドシダー（ヒノキ材）を使用、
無垢の木材の風合い、香り、肌さわりが感じられ、木の温もりの
ある空間を演出する。

レッドシダーエントランスホール風除室 1階廊下

外観詳細（南面） 夕景の外観（南面）

外装計画

外観の顔となるコンクリートで造られた縦ラインの飾り柱は
すっきりと洗練された印象を作り出し、湘南藤沢キャンパス
と湘南台の自然との調和を図る。
縦ラインの長さの変化により、街の風景にリズムを創出、
外壁のタイルは凹凸のあるものを選定することによって、一
日の太陽の動きに沿って豊な表情を感じることができる。

安全・安心の住居環境

キーセキュリティシステムにより異性の侵入
防止を図り、女子学生に安全な住居を確保する。

最新技術を搭載した顔認証システムに
より外部からの侵入を防止する。

防災備蓄倉庫を確保、災害時に備える。
（スチールラックによる倒れ防止対策）
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